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※各研修は、応募者多数の場合、締め切りを早めることや、先着順等で受講者を決定するこ

とがあります。 

    

研 修 名 ページ 申込期限 

係⻑昇任５年次研修 P.２ 11 月 28 日（月） 

アサーティブコミュニケーション研修 P.４ 11 月 30 日（水） 

クリティカルシンキング研修 P.６ 
12 月９日（⾦） 

ラテラルシンキング研修 P.８ 

⼟⽊建築造園職 ⼥性職員交流会 P.10 

12 月２日（⾦） 政策法務研修 P.12 

アシックス社⻑に学ぶ マネジメント⼒向上セミナー P.14 

多文化共存共栄の歴史について学ぶセミナー P.16 12 月 12 日（月） 

今月のおススメ LMS コンテンツ紹介(11 月) P.18  

研修受講に関するお知らせ P.19  

LMS（学習管理システム）での申込⽅法 P.21   

上⻑（承認者）操作マニュアル P.29   

今月号（令和４年 11 月号）掲載の研修一覧 

日程等の詳細については、各研修の掲載ページにてご確認ください。 
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 市職員として阪神・淡路大震災の経験を継承し、災害への備えについて学び・考えるとともに、 

職場の中で中堅係長として求められる役割について再認識します。 

 

①昇任後 5 年目（平成 30 年度昇格）の係長級職員 

※該当者には個別に案内を送付しますので、お申し込みは不要です。11 月 15 日(火)までに案内

が届かない場合は、職員研修所までご連絡ください。 

②係長級昇任 5 年目以降の職員で、「係長昇任 5 年次研修」の未受講者または受講希望者 

⇒以下「５．申込方法」のとおり受講申込が必要です。 

③外郭団体固有職員で市の係長級に準じる職員のうち、受講を希望する職員 

※外郭団体固有職員については、3,000 円の受講料が必要です。 

⇒以下「５．申込方法」のとおり受講申込が必要です。 

 

日時：（ｅラーニング形式）令和４年 11 月 14 日（月）から 12 月 28 日（水） 

（集合研修）以下の４コースのうちいずれか１コースを受講 

A コース：令和４年 12 月５日(月) ９:00～12:00 

B コース：令和４年 12 月５日(月)  14:30～17:30 

C コース：令和４年 12 月６日(火)  ９:00～12:00 

D コース：令和４年 12 月６日(火)  14:30～17:30 

※研修開始時刻までに、ご着席ください。 

業務の都合等でやむを得ず欠席・遅刻される場合には、必ず職員研修所までご連絡ください。 

場所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

【e ラーニング形式】 

【集合研修】 

 

 

 

講義 講師 所要時間（目安） 

防災における男女共同参画の視点 
内閣府男女共同参画局製作 

（企画調整局男女共同参画センター提供） 
約 25 分 

講義 講師 所要時間（目安） 

阪神・淡路大震災の教訓（体験談） 
阪神・淡路大震災を体験（当時：係長

または課長級）した本市職員 OB 
60 分 

クロスロード体験 神戸クロスロード研究会 会員 120 分 

「神戸クロスロード研究会」は、神戸市職員の震災体験から生まれた「クロスロード」を自治体・企業・

NPO・地域の研修で活用することにより、防災に役立てる活動をしています。                                
 

４．カリキュラム・講師（予定） 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

係長昇任５年次研修 

～震災経験の継承と災害への備えについて考える～ 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度係長昇

任５年次研修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が

可能です。                        【先着順 締切：11／28（月）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022

年度係長昇任５年次研修】 )が届きます。 
※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込み

の前に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a                    

   ※受講申込者の方には、eラーニングの受講方法について、後日Eメールでお知らせします。     
 

 

（1）本研修では、「震災経験の継承」をテーマとした講演やグループワークを行いますが、震    

災に関する話題に触れることについて、受講者ご自身の精神的な負担が大きい等、配慮が必

要な場合は、事前に下記担当（職員研修所）へご相談いただきますようお願いします。 

（２）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、欠席もしくは日

程変更をしてください。 

（３）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（2）に倣ってください。 

（４）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（５）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支

給等）を行ってください。 

（６）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（７）外郭団体固有職員の受講料 3,000 円  ※一部のみ出席の場合も同額。 

受講料は、全てのカリキュラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めくだ

さい。 

（８）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。

（手話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮し

てほしいなど） 

 

【  行財 政局 職員 研修 所 ：村 松・ 柳瀬  Email： kenshusho@office.city .kobe.lg.jp 】 

５．申込方法 

６．その他 
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本研修は、採用２・３・５年次職員研修として実施します。 

定員に余裕がありますので、採用２・３・５年目職員以外の方のお申込みを受け付けます。 

ご興味がある方はぜひこの機会にご受講ください。 

 

 
 
感情をそのままぶつけるのではなく、相手を尊重した上で気持ちを言葉で表現し、自分の意見・要求を

伝えることができるようなコミュニケーションスキルを習得します。 

 

 

  

職員一般（外郭団体固有職員を含む） 10 名程度 

 ※外郭団体固有職員については、3,000 円の受講料が必要です。 

 

 

  

日 時：令和４年 12 月 15 日(木)   13：30～17：30 

場 所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 

 
【事前課題 e ラーニング】 
LMS で「2022 年度採用２・３・５年次研修_アサーティブコミュニケーション研修」を視聴する。 
※60 分ほどの基本的な内容の動画です。集合研修までに視聴するようにしてください。 
※視聴方法については、後日受講者の方へお伝えします。 
 
【集合研修】※演習中心に行います 
①理論のレクチャーと自己点検 

アサーティブとは何か、コミュニケーションパターンの自己点検、アサーティブに向き合うときの
マインドを学ぶ 

②共通事例を使った伝え方の演習～率直に依頼する、建設的に提案する～ 
自分の考えや要望を率直に伝える、具体的に依頼する・指示を出す、相手を尊重して建設的な提案
をする 

③各自のコミュニケーション上の課題抽出 
各自の職場での事例を書き出す、伝える内容の整理、伝え方のポイントの説明 

④各自の事例を使った伝え方の演習 
小グループになり、ロールプレイによる伝え方の演習 
 

 
 

特定非営利活動法人アサーティブジャパン 牛島
うしじま

 のりこ氏 

（略 歴）  

 IT 企業に勤務の後、薬物存症者の社会復帰施設に勤務。 

2001 年よりアサーティブジャパンの専属講師として全国の企業、自治体、病院、大学等で研修を 

担当されています。 

 

 

アサーティブコミュニケーション研修 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．カリキュラム 

５．講 師 

１．目 的 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度アサーティ

ブコミュニケーション研修_集合研修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャ

ンセル待ち申込が可能です。                 【先着順 締切：11／30（水）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022 年

度アサーティブコミュニケーション研修_集合研修】 )が届きます。 

※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前

に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（6）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手

話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほし

いなど） 

 

 

【担当：行財政局職員研修所 藤田・柳瀬 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

7．その他 

６．申込方法 
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本研修は、採用２・３・５年次職員研修として実施します。 

定員に余裕がありますので、採用２・３・５年目職員以外の方のお申込みを受け付けます。 

ご興味がある方はぜひこの機会にご受講ください。 

 

 
 
論理的思考をベースに更に実証力、根拠力を高めるために批判的かつ懐疑的に問題の本質にアプローチ

する思考法を学び、課題設定・解決の実践力を高めます。 

 

 

  

職員一般（外郭団体固有職員を含む） 10 名程度 

 ※外郭団体固有職員については、3,000 円の受講料が必要です。 

 

 

  

日 時：令和５年１月 11 日(水)   13：30～17：30 

場 所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 

 
【事前課題 e ラーニング】 
LMS で「2022 年度採用２・３・５年次研修_クリティカルシンキング研修」を視聴する。 
※60 分ほどの基本的な内容の動画です。集合研修までに視聴するようにしてください。 
※視聴方法については、後日受講者の方へお伝えします。 
 
【集合研修】※演習中心に行います 
①クリティカルシンキングとは 

事前課題動画の振り返り、クリティカルシンキングの考え方、職務におけるクリティカルシンキン
グの重要性、クリティカルシンキングによって身につくスキル 

②クリティカルシンキングの要素～３つのポイント～ 
論理性が大前提～ロジカルシンキングとクリティカルシンキング、中立を保つ姿勢、前提や思     
い込みを把握する） 

③クリティカルシンキングの手順～３つのステップ～ 
批判（疑ってみる）、分析（視点を変えて物事をとらえてみる）、再構築（新しい主張・見解を出
してみる） 

④クリティカルシンキングの注意点～配慮すべきこと 
論理性 VS 感情、クリティカルシンキングの推進において 
 

 
 

株式会社インソース 永渕
ながぶち

 貴史
たかふみ

 氏 

（略 歴）  

日本アイ・ビー・エム株式会社入社後、広報部門で、経営、製品、サービス分野の発表・取材などの

メディア対応を担当。新設のレノボ・ジャパン株式会社の立ち上げの広報担当部長、日本アイ・ビー・

エムの広報部門の研究開発部門の広報責任者として、メディア対応、社内広報を担当するなど、全社規

模の会議、イベントの企画・運営、社長・役員のスピーチ原稿作成等のリード経験を経ております。 

 

クリティカルシンキング研修 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．カリキュラム 

５．講 師 

１．目 的 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度クリティカ

ルシンキング研修_集合研修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待

ち申込が可能です。                     【先着順 締切：12／９（金）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022 年

度クリティカルシンキング研修_集合研修】 )が届きます。 

※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前

に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（6）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手

話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほし

いなど） 

 

 

【担当：行財政局職員研修所 藤田・柳瀬 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

7．その他 

６．申込方法 
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本研修は、採用２・３・５年次職員研修として実施します。 

定員に余裕がありますので、採用２・３・５年目職員以外の方のお申込みを受け付けます。 

ご興味がある方はぜひこの機会にご受講ください。 

 

 
 
ラテラルシンキングの考え方を学ぶとともに、ラテラルシンキングを用いた、新しい発想を生み出すワ

ーク・演習に取り組むことで、既成の理論や概念にとらわれず、異なる様々な角度から物事を見る力や、

自由なアイデアを生み出す方法を習得します。 

 

  

職員一般（外郭団体固有職員を含む） 20 名程度（各日 10 名程度） 

 ※外郭団体固有職員については、3,000 円の受講料が必要です。 

 

  

日 時：以下のいずれか１コースをご受講いただきます。 

A コース：令和５年１月 12 日(木)   13：30～17：30 

    B コース：令和５年１月 13 日(金)   13：30～17：30 

場 所：職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 
【事前課題 e ラーニング】 
LMS で「2022 年度採用２・３・５年次研修_ラテラルシンキング研修」を視聴する。 
※60 分ほどの基本的な内容の動画です。集合研修までに視聴するようにしてください。 
※視聴方法については、後日受講者の方へお伝えします。 
 
【集合研修】※演習中心に行います 
①ラテラルシンキングとは 

ラテラルシンキングの考え方、ラテラルシンキングの重要性 
②ラテラルシンキングを鍛える～方法論での発想～ 

５つの方法から発想を出す、発想の具体的方法 
③ラテラルシンキングを鍛える～右脳を使った発想～ 
 左脳と右脳とは、右脳的に考えるポイント、連想的に考える（埋もれたアイデアの元を掘り当てる）、

オズボーンのチェックリストを活用する 
④ラテラルシンキングによる発想を実現するために 

アイデアを絞り込む時のポイント、アイデア実現のためのコンセンサスマネジメント、コンセンサ
スマネジメントの手順、コンセンサスマネジメントのポイント 

 
 

株式会社インソース 講師 青野
あ お の

 佑一
ゆういち

 氏 

（略 歴）  

アパレル製造小売業にて店舗開発に従事、事業部部長に就任のち、フリーランスとして数多くのブラン

ドビジネスに携わり、商品企画・店舗開発・販売促進のディレクションを経験されています。平成 18

年からは、株式会社インソースにて、政策形成研修やマーケティング研修などの分野において、ご活躍

されています。 

 

 

 

ラテラルシンキング研修 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

４．カリキュラム 

５．講 師 

１．目 的 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度ラテラルシ

ンキング研修_集合研修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申

込が可能です。                        【先着順 締切：12／９（金）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022 年

度ラテラルシンキング研修_集合研修】 )が届きます。 

※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前

に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（6）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手

話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほし

いなど） 

 

 

【担当：行財政局職員研修所 藤田・柳瀬 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

7．その他 

６．申込方法 
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⼟⽊、建築、造園職の職員は、さまざまな職場で活躍されてい
ますが、職場や年代の異なる⼥性職員とお話しする機会があまりな
い、という⽅も多いのではないでしょうか。 

今回は、職種ならではの悩みやワークライフバランスのとれた働き
⽅などについて、先輩職員の体験談などをお聞きしながら、参加者
同⼠での意⾒交換を⾏います。「相談したいけど、誰に⾔えばよい
かわからない」「もっと同じ神⼾市の⼥性職員と繋がりたい」と思って
いる⽅、ご興味のある⽅は、ぜひご参加ください。 

１．趣旨・目的 

   ・⼟⽊、建築、造園職の⼥性職員が、仕事やワークライフバランスへの不安を解消し、⾃分らしい働き⽅、キャリア 
を考えることができるようになる。 

・⼈数が少なく、交流の機会が少ない⼟⽊、建築、造園職の⼥性職員同⼠の交流の場とする。 

２．日 時 

   A コース︓12 月 16 ⽇（⾦） 
B コース︓12 月 20 ⽇（⽕） 時間はいずれも１５︓４５〜１７︓１５  

３．場 所 

⾏財政局職員研修所（神⼾市中央区浜辺通 5-1-14 神⼾商⼯貿易センタービル 22 階） 

４．対象者 

   ⼟⽊、建築、造園職の⼥性職員 

5．内 容 

15︓45〜16︓00 
（事務連絡） 
グループディスカッション ⾃己紹介 

16︓00〜16︓30 先輩女性職員の体験談（これまでの経歴、働き方など） 
 
16︓30〜16︓45 

講義「自分らしいキャリア、生き方を考えるヒントについて」 

【辻本 由起子 参与】 

16︓45〜17︓10 グループディスカッション 【テーマ】「⾃分らしい働き⽅、⾃分らしいキャリア」 

17︓10〜17︓15 
（事務連絡） 
※17︓30 まで⾃由に交流 

              ⼥性職員交流会  

建設局・建築住宅局・職員研修所 合同企画 

造 園 建 築 土 木 
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６．講師・先輩職員紹介 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
建設局⻄建設事 務所公園緑地係建

設 局 ⻄ 建 設 事
務所公園緑地係建設局⻄建設事務所公園緑地係 
 

７．申込方法 

神⼾市 LMS にログインし、下記の集合研修のタイトルを検索し、希望するコースを申し込んでください。 
■ 研修タイトル︓2022 年度 ⼟⽊建築造園職 ⼥性職員 交流会  
■ A コース:12 月 16 ⽇（⾦）  B コース:12 月 20 ⽇（⽕） ※時間はいずれも 15︓45〜17︓15  

※申込にあたりマネジャー（所属⻑）の承認が必要です。 
                                                   【締切︓12 /２(⾦)】 

８．その他 

（1）研修当⽇は⾃宅で検温し、37.5 度以上または平熱⽐ 1 度超過の場合は、受講を⾒合わせてください。 
（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 
（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 
（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸⼿続き（出張⼿続、交通費の⽀給等）を⾏って 

ください。 
（5）研修当⽇は、各所属で使用している名札をご着用ください。 
（6）研修を受講するにあたり配慮が必要な⽅は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。 

（⼿話通訳が必要、⾞いすを利用しているため通⾏の妨げにならないよう机の配置を配慮してほしいなど） 
 
 

お問合せ先  建設局総務課 竹岡・頼安  
建築住宅局政策課 洲崎 
⾏財政局職員研修所 中川・豊洲 
TEL:078-221-3888（内線︓7907 職員研修所） 
e-mail:kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 

【講師プロフィール】 
昭和 61 年 P＆G ジャパン⼊社、平成 18 年に同社取締役に就任。 

退社後は、他企業の取締役と兼務しながら、神⼾市の⼈材育成アド 
バイザーや⼈事委員会委員として⼈事⾏政の推進に寄与。令和４年 
４月からは、参与として本市に就任。採用育成チームの業務全般に 
関する助言を主な業務とする。 

辻本 由起子氏 

企画調整局政策課 

担当係長 

土木職 

東水環境センター在籍あり 

 
 

  先 輩 職 員 紹 介  

建築住宅局建築指導部 

安全対策課 担当係長 

建築職 

育休取得経験あり  

部分休業 
取得中︕ 

建設局西建設事務所 

公園緑地係 担当係長 

造園職 

育休取得経験あり   

フレックス 
利⽤中︕ 

建設局道路計画課 

担当 

土木職 

西水環境センター在籍あり 

部分休業 
取得中︕ 

建設局西建設事務所 

公園緑地係 担当係長 

造園職 

育休取得経験あり  

フレックス 
利⽤中︕ 

 
12 月 20 日は 

私たちがお話しします  
12 月 16 日は 

私たちがお話しします 

建築住宅局建築指導部 

安全対策課 担当係長 

建築職 

育休取得経験あり  

出先経験あり 
現在本庁勤務︕ 

入庁 12 年⽬ 
現在本庁勤務︕ 
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複雑多様化する行政課題に対して適切な法的解決を図るため、政策法務についての基本的な知識や

考え方、条例・規則制定等の立案の基本技術を習得します。 

 

 

 

 

飲食店での紙のストローの提供やスーパー等へのエコ 

バックの持参など、SDGｓ（持続可能な開発目標）の考 

え方が社会的に浸透してきています。持続可能な未来を 

築くための身近なテーマとして、お気軽にご参加くださ 

い。 

政策法務の知識や考え方は、施策の立案や行政課題の解決  

に役立つ技術です。 

条例の立案にかかわることのない方の参加も大歓迎です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員一般（外郭団体固有職員を含む） 約３0 名（管理職の方も大歓迎！）      

※外郭団体固有職員については、5,000 円の受講料が必要です。 

 

  

日時  令和４年 12 月 15 日(木)   ９:30～17:30 

場所： 職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

 
 

内 容 講 師 

基調講演「政策法務の意義と課題」 

条例作成実習の講評 

 

神戸大学大学院法学研究科 

神戸大学法学部 教授 

中川 丈久 氏 

条例案を作成するにあたって・助言 行財政局 法務支援課 職員 

条例作成実習を通して多角的な視点を学ぼう！ 

～政策法務研修～ 

２．対 象 

３．日 時・場 所 

条例作成実習テーマは 

「プラスチック製ストロー等の提供禁止」です。 

４．講 師 

１．目 的 

今まで受講したどの研修よりも活発な
話し合いができ、また、自身が積極的
に関わっていくことができたので非常
に充実した研修でした！ 

職場のみんなに受講しても
らった方がいい内容！ 

過去の参加者の感想 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度政策法務研

修】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が可能です。                        

【先着順 締切：12／2（金）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022 年

度政策法務研修】 )が届きます。 
※外郭団体固有職員については、神戸市LMS アカウントの付与対象外であるため、申し込みの前

に神戸市LMSアカウントの付与を申請する必要があります。 

【外郭団体固有職員申請フォーム】 

https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a 

 

 

 

（1）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてく

ださい。 

（2）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（3）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（4）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（5）外郭団体固有職員の受講料 5,000 円  

受講料は、研修プログラム終了後に送付する納付書により指定期日までにお納めください。 

（6）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

(７) 研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。

（手話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮

してほしいなど） 

 

【行財政局職員研修所 中川・杉村 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp】 

 

 

時間 テーマ・内容 

９：30 

 

 

 

 

 

 

17：30 

開講 

条例案を作成するにあたって 

基調講演「政策法務の意義と課題」 

 

条例作成の実習（グループワーク） 

作成した条例の発表・講評 

※作成した条例案を各グループから発表していただきます。 

閉講 

５．カリキュラム 

６．申込方法 

７．その他 
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  課長級職員は組織の要として、リーダーシップを発揮し、事業の方針・方向性を示し、部下のや

る気を引き出しながら、職場全体のマネジメントを適切に行うことが求められています。 

  今回は、株式会社アシックス代表取締役社長 CEO 兼 COO廣田
ひ ろ た

康人
やすひと

様をお招きし、株式会社アシ

ックス、三菱商事株式会社でのご経験、課長級の立場で心がけるべきこと等、課長級職員に求めら

れるマネジメント力の観点からご講演いただきます。 

 

 

 講師：株式会社アシックス 代表取締役社長 CEO 兼 COO 廣田
ひ ろ た

 康人
やすひと

 氏 

 

 

課長級職員 ※外郭固有職員は対象外です 

【当日参加をご希望の方】 

 定員 50 名程度 ※先着順 

 以下「５．申込方法」のとおり、受講申し込みが必要です。 

 【当日参加できない方】 

  後日 LMS（学習支援システム）で配信する講演動画をご視聴いただけます。 

配信時期等は、セミナー終了後にあらためてご連絡いたします。 

 

 

日時：令和４年 12 月 21 日（水）13：00～14：00 

場所：起業プラザひょうご コワーキングスペース（予定） 

   （神戸市中央区浪花町 56 番地三井住友銀行神戸本部ビル２階） 

https://www.kigyoplaza-hyogo.jp/access/（インターネット用 PC からアクセスしてください） 

 

（略 歴） 

1980 年 早稲田大学政治経済学部を卒業後、三菱商事株式会社に入社。 

2010 年 同社執行役員・総務部長 

2014 年 同社代表取締役常務執行役員・コーポレート担当役員 

     （広報、総務、環境・CSR、法務、人事） 

2017 年 同社代表取締役常務執行役員・コーポレート担当役員（国内）、 

     関西支社長 

2018 年 株式会社アシックスに顧問として入社。 

     同年３月から、代表取締役社長 COO に就任。 

2022 年 3 月 25 日 最高経営責任者（CEO）を兼任。（現職） 

マネジメント力向上セミナー 

１．趣 旨 

３．対 象 

４．日 時・場 所 
 

アシックス社長に学ぶ 
課長級対象 

２．講 師 
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受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【2022 年度課長級

マネジメント力向上セミナー】を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセ

ル待ち申し込みが可能です。                【先着順 締切：12／２（金）】 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール (研修名: 【2022

年度課長級マネジメント力向上セミナー】 )が届きます。 

 

 

（１）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、欠席もしくは日程変

更をしてください。 

（２）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（１）に倣ってください。 

（３）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（４）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等）

を行ってください。 

（５）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手

話通訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほしい

など） 

 

 

【 行財政局職員研修所：藤田・柳瀬 Email：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 】 

５．申 込 方 法 

６．そ の 他 
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多文 化 共存 共 栄の歴史 について学ぶセミナー 
 

国際宗教都市 神戸をめぐって 
 

 

 

 

 

   
 

国際港湾都市、ファッション都市として知られている神戸ですが、

幕末の開港以降、外国人がもたらした様々な文化・宗教が混在する

国際宗教都市でもあります。神戸の歴史と文化に詳しい神戸芸術文

化会議議長である加藤隆久氏を講師にお招きし、様々な文化・宗教

が共存共栄してきた歴史的背景についてご講義いただきます。是非

ご参加ください。 

 

 
 
 

幕末の開港以来、外国人がもたらした様々な文化・宗教が神戸で共存共栄してきた歴史的背景について

学ぶ。 

 

 
 

  日  時：令和５年１月 11 日（水）13：30～14：30 

  場  所：行財政局職員研修所（神戸商工貿易センタービル 22 階） 

 

   
 

  職員一般 （外郭団体固有職員は除く） ３０名 
 

 

 

  講 師： 加藤 隆久（かとう たかひさ）氏  

 （略歴） 

昭和９年、岡山県生まれ。甲南大学文学部卒業、國學院大學大学院文学研究科

専攻修士課程を修了し、生田神社の神職の傍ら甲南大学、神戸女子大学などで教

鞭をとる。神戸芸術文化会議議長、神戸史談会会長、生田神社名誉宮司、神戸女

子大学名誉教授、文学博士。 

 
 

受講を希望される方は、神戸市 LMS（学習管理システム）にログインし、【国際宗教都市神戸をめぐって】

を検索し、申し込んでください。定員を超えた場合は、キャンセル待ち申込が可能です。                                   

【先着順 締切：12／12（月）】 

※申込にあたりマネジャー（所属長）の承認が必要です。 

※申し込み完了後、「件名:神戸市 LMS: 研修受講登録完了のご連絡メール  

(研修名: 【国際宗教都市神戸をめぐって】 )が届きます。 

 

２．日時・場所 
 

４．講 師 
 

５．申込方法 
 

３．対 象 
 

１．目 的 
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（１）研修当日は自宅で検温し、37.5 度以上または平熱比 1 度超過の場合は、受講を見合わせてください。 

（２）その他、軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合は（1）に倣ってください。 

（３）研修中は、必ずマスクをご着用ください。 

（４）人数が多い場合は、別途調整させていただきますのでご了承ください。 

（５）本研修は職務としてご受講いただきます。必要があれば諸手続き（出張手続・交通費の支給等） 

を行ってください。 

（６）研修当日は、各所属で使用している名札をご着用ください。 

（７）研修を受講するにあたり配慮が必要な方は、事前に職員研修所までご連絡をお願いします。（手話通

訳が必要、車いすを利用しているため通行の妨げにならないよう机の配置を配慮してほしいなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 担当：行財政局職員研修所 村松・杉村 Ｅ-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 】 

６．その他 
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今月のおススメ！LMS コンテンツ  

毎月、数あるコンテンツの中から一押しのコンテンツを LMS 担当者がご紹介します 

自分が伝えたいことを、上手く伝えられない、伝わっていないと、感じることはありませんか？ 

こちらのコンテンツでは、目的・内容を明確にして、伝えたい内容を分かりやすく相手に伝える、 

ちょっとしたテクニックが、丁寧に説明されています。 

動画は５パートに分かれており、１パートは７分～１７分なので、

気軽に、隙間時間などを利用してご視聴ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新企画！ 

今月のイチオシ！ 

動画の検索方法 

LMS トップ画面の「学習検索」 

に『分かりやすい説明の仕方研修』

と入力して検索して下さい 

LMS 担当 
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 各研修は、神戸市 LMS(学習管理システム)にログインし、当該研修のページから申し込んでくだ

さい。申し込みにあたっては、必ず所属長の了承を得てから行ってください。(担当者・係長級職員

が神戸市 LMS で申し込みする場合は、申し込み後、マネジャーへの承認依頼が E メールで通知され

ます。) 

 神戸市 LMS へは、事務処理用 PC の場合、インターネット PC からアクセスしてください。ご自

身で所有する端末(PC、タブレット、スマートフォン)からもアクセス可能です。(通信料は個人負担) 

 

神戸市 LMS <https://lms-kobe.csod.com/> 

 

 

 

 

 

 

神戸市 LMS を利用するには初期設定が必要です。以下の URL からご覧いただけます。 

<https://www.city.kobe.lg.jp/a98228/lms_kobe/faq.html> 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 １．外郭団体固有職員の神戸市 LMS アカウント利用料 

（１）年間アカウント約 1,300 円 

※ ひとつのアカウントを、複数の職員で利用することができますが、同時利用はできません。 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、職員の数のアカウントが必要です。 

（２）一時アカウントひとつのコンテンツ(★)につき約 500 円 

★コンテンツとは、e ラーニング、学習教材、集合研修などを指す 

※ 同じ集合研修に 2 名以上の職員で申し込む場合には、必要数のアカウントが必要です。 

 

 

 

 

〇 LMS(学習管理システム)のアカウント利用料について 

研修受講に関するお知らせ 
 

〇 研修の申込みについて 
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２．神戸市 LMS を利用するまでの手順 

（１）専用フォームより申請 

<https://a4f55249.form.kintoneapp.com/public/f6297de4ddde9389fc190a5c3a769d880c9bf7b6e7435ad6a68063921138873a>  

（２）職員研修所よりアカウント付与・ユーザーID 等のご連絡 

(通常、申請日翌日より起算して５開庁日以内)  

（３）利用者が初期設定を実施する  

 

３．その他 

費用は年度末に精算します。詳細は、別途通知します。 

※ 研修受講にあたっては、神戸市 LMS アカウント利用料の他に、個別の研修の受講料、交通費が発

生します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

内容 
1 当該研修へのアクセス…………………………………………………………………………22 
1-1.表示されている研修メニューから選択する場合…………………………………………22 
1-2.検索する場合…………………………………………………………………………………23 
2.申込………………………………………………………………………………………………24 
3.完了………………………………………………………………………………………………27 
4.申込からの流れ…………………………………………………………………………………28 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1 当該研修へのアクセス 

2 通りの方法があります。 
1-1.カルーセル(赤枠)から選択する場合 
赤枠をクリックします。 
※集合またはオンライン研修(e ラーニング以外)の場合は、「イベント」と表示されます。
(⻘枠) 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

1-2.検索する 
右上か中央の検索バーに、研修だよりなどに記載の研修名を入力して検索します。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

2.申込 

当該研修のページが開きます。 
「セッションの詳細」という表記で、実施日などの詳細が表示されます。 
「詳細を表示」の右をクリックすると、「申込」などが開きます。 
申し込む場合は、「申込」をクリックしてください。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

トップ画面のカルーセルに表示させたい場合は、「詳細を表示」の一時保存をクリックして
ください。 

 
学習者ホームの一時保存に表示されます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

＜参考＞ 
「詳細を表示」をクリックすると、セッションの詳細が開きます。 

 
セッションの詳細を開いた画面です。こちらからも、申し込みや一時保存が可能です。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

3.完了 

申込が完了すると、左下に表示が出ます。また、担当者・係⻑級職員が申し込んだ場合
は、マネジャーに承認依頼が E メールで発出されます。(到達までに最大 24 時間かかる場
合があります。急ぐ場合は、マネジャーへ別途お伝えください。) 

 
この画面で、申請完了の表示を確認できます。 
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          LMS（学習管理システム）での申込方法 

 
 

4.申込からの流れ 

定員を超えている場合は、キャンセル待ちという扱いになります。(キャンセル待ちを受け
付けない研修の場合は、申し込みができません。) 

① 神⼾市 LMS で申込もしくはキャンセル待ち申込 

↓ 
※承認依頼 E メールが、申込後 24 時間以内にマネジャーへ届く。 
※急ぐ場合はマネジャーへ別途お伝えください。 

 

②(担当者・係⻑級職員のみ)マネジャーの承認 

※E メールが、マネジャー承認後、24 時間以内に申込者へ届く。 
↓ 

③(ある場合は)事前課題の受講 

↓ 

④(オンラインの場合は)URL 等の通知(E メール) 

↓ 

⑤研修への参加 

※研修への参加を確認し、研修主催者が出席登録をします。 
↓ 

⑥(ある場合は)アンケート、事後課題の提出 
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上⻑（承認者）操作マニュアル 
 
目  次 
１部下の研修を承認／却下する ...................................................................................... 30 
２.部下に研修を割り当てる ............................................................................................ 32 
３部下の受講状況・受講履歴確認 ................................................................................... 34 
 

 

(参考)承認者(マネージャー)の有無及び承認等に関する表 
職席 担当者 係 ⻑ 級 職

員 
課 ⻑ 級 職
員 

部 ⻑ 級 職
員 

局 ⻑ 級 職
員 

承認者(マ
ネ ー ジ ャ
ー) 

⼈ 事 評 価
の2次評価
者(1 次評
価 者 の 直
近 上 位 の
課 ⻑ 級 職
員) 

⼈ 事 評 価
の1次評価
者(直近上
位 の 課 ⻑
級職員) 

⼈ 事 評 価
の 評 価 者
(直近上位
の 部 ⻑ 級
職員) 

⼈ 事 評 価
の 評 価 者
(直近上位
の 局 ⻑ 級
職員) 

無 

研 修 受 講
の承認 

必要 必要 不要 不要 無 

承認者(マ
ネ ー ジ ャ
ー)からの
研 修 割 り
当て 

可 可 可 可 不可 

承認者(マ
ネ ー ジ ャ
ー)からの
受 講 歴 確
認 

可 可 可 可 不可 
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１. 部下の研修を承認／却下する 
部下が申込んだもしくは管理者から割り当てられた研修に上⻑の承認が必要な場合、承認依頼を確認し、承認もし
くは却下します。 
1) 承認者アカウントにてログインします。 

URL：https://lms-kobe.csod.com/ 

2) 任意画面の右上ナビゲーションメニューより「レポート」＞「標準レポート」をクリックします。 

 
 
3) 「社員情報の確認」タブより「保留中の申込」レポートをクリックします。 

※下図における他のタブ／レポートが表示されない場合がございます。 

 

 
4) 部下が承認待ちとなる研修一覧が表示されます。 

承認／却下するには、オプションの『承認』もしくは『却下』ボタンをクリックします。 
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5) 承認もしくは却下ボタンをクリック後、コメントを⼊⼒し、「送信」をクリックします。 
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２. 部下に研修を割り当てる 
1) 学習検索から部下に割り当てしたい研修の「・・・」をクリックし、「割り当て」をクリックします。 

 
 
学習詳細ページから部下に研修を割り当てしたい場合、「割り当て」をクリックします。 
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2) 下図のように、期⽇設定、コメント追加、割り当て対象者を選択後、「送信」ボタンをクリックします。 

 

 

  

⇦「カレンダ」マークをクリックし、 
部下の受講期限を設定します。 

⇦コメントを記⼊します。 

⇦☑ユーザーを⾃動登録にチェックを⼊れます。 

⇦ステータスが「なし」となる直属の部下を選択
します。「部下を含める」チェックボックスを⼊れる
と、対象部下の部下まで割り当てされます。 

⇦⾃分の部下の部下たちに割り当てするに
は、「非直属の部下の選択」にて対象者を
選択します。 
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３. 部下の受講状況・受講履歴確認 
1) 任意画面の右上ナビゲーションメニューよりご⾃身のプロフィール写真をクリックします。 

 
 

2) 「チームの表示」ボタンをクリックします。 
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3) ご確認されたい部下の名前をクリックします。 

  
 

4) 上部「成績簿」をクリックし、「アクティブ」で、部下が受講中および受講予定の状況を確認することができます。 
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5) ステータスのフィルタを「完了」にし、部下過去の受講歴を確認することができます。 

 
 

 
以上 
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令和４年 11月 18 日発行 

行財政局職員研修所 

E-mail：kenshusho@office.city.kobe.lg.jp 
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